
3　広報西ノ島 7月号

　計画の目的　　　　　　　　　　 
　浦郷漁港周辺は西ノ島町の表玄関とし
て隠岐汽船㈱の発着等海上交通の要所等
として発達してきました。さらには、景勝
地である国賀海岸を海上から眺望できる
国賀観光船の発着基地でもあり、多くの
観光客で賑わいを見せてきていました。
　しかし、平成19 年には隠岐汽船㈱が
浦郷漁港への発着を廃止するなどこの先
の状況を危惧し、地域の価値や魅力を活
かした海業を推進することで浦郷地区の
活性化を図ることを目的としています。

計画の経緯　　　　　　　　　　 
　平成15 年度に浦郷地区において、漁
港を中心とした浦郷地区の活性化を図る
ために、「浦郷漁港周辺整備基本計画策
定委員会（愛称：がんばろう浦郷の会）」
が設置されました。
　今回の計画は、「がんばろう浦郷の会」
で出された意見を基本としながら、改めて、
「浦郷漁港周辺まちづくり計画」をとりま
とめ、浦郷地区の活性化につなげるもの
となります。

　浦郷漁港周辺町づくり計画　　　 
▶産業

　・６次産業施設の整備
　・泊地の活用
　・藻場の造成

▶観光交流
　・観光交流拠点の充実
　・空き家等遊休施設の利用の円滑化
　・島根鼻キャンプ場の整備
　・釣りスペースの整備
　・遊歩道の整備

▶定住
　・移住する人が働ける場所の確保

▶防災
　・防災拠点の整備

▶漁港施設
　・臨港道路の改良
　・係留施設の拡充

浦郷漁港周辺まちづくり計画に関する
お問い合わせ先

西ノ島町役場　産業振興課
☎ 08514 - 6 - 1220
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遊歩道の整備

消防署（移設）
（旧浦郷小学校）

島根鼻地区
《アクティビティゾーン》

由良地区
《自然維持・生活ゾーン》

由良比女神社

島根鼻キャンプ場

由良比女神社の活用

臨港道路の改良
✓ 平面線形の改良による交通流の円滑化

島根鼻キャンプ場の整備
✓ 天体望遠鏡の活用

藻場の造成
✓ 藻場の造成によるイカ寄せの浜の再生
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）

浦郷漁港周辺まちづくり～漁村型海業の推進 ゾーニング～
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図書館 公園

本港地区
《拠点ゾーン》

防災拠点の整備
✓観光交流センター内の入居者見直し

釣りスペースの整備
✓ 施設周辺を活かした釣りスペースの整備。魚の
棲み処づくり

観光交流拠点の充実
✓ 体験・交流の場として機能する観光交流センター

6次産業施設の整備
✓飲食・水産物・加工品等を購入できる施設整備
✓カキ小屋整備
✓食品自動販売機の設置
✓各種イベントの開催スペース整備
✓観光、ジオパーク拠点の整備
✓隠岐に生息する魚を展示した展示水槽によるミニ水族館の整備

係留施設の拡充
✓係留施設の整備と、巻き網船の避難港としての利用
✓漁具（網）の保全作業のための用地の拡充

利用展開

浮き防波堤の移設

泊地の活用
✓ 釣り場の整備・畜養施設
✓釣り情報コーナー、釣具レンタル

浦の谷地区
《文化ゾーン》《文化ゾーン》
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空家等遊休施設の利用の円滑化
✓ 空き家をゲストハウスに改修
✓食泊分離による共同レストランの整備
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